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１ はじめに 

２０２０年から多くの大会の中止をもたらした新型コロナウイルスの社会的影響も徐々に和らぎ、

２０２２年度は年度初頭から、以前の平静を取り戻しながら活動をスタートしました。しかしなが

ら、９月に鹿児島県で開催された文部科学大臣杯第７７回全日本大学対抗選手権自転車競技のロード

レースにおいて、少なくとも２４名が関連する落車が発生し、法政大学の塩谷真一朗さんが亡くなる

という事態に至りました。 

改めて、亡くなられた塩谷真一朗さん対し謹んでご冥福をお祈りし、ご家族・関係者の皆様に哀悼

の意を表します。 

本連盟主催競技大会中の死亡事故は、昭和３０年代に道路コース上に停車中であった大型車との衝

突事故により１名の先輩が亡くなられた、とされており、それ以来のこととなります。本連盟として

は、事故後の競技大会は中止または延期とし、今後なすべきことを多角的に検討してまいりました。

１１月に至り、今後の対策として、選手・チーム関係者・競技役員等に対するセフティ・ライド研

修・講習会の実施や、運営組織の見直し等を含む方向性をとりまとめ、講習会等を１２月から実施

し、１月より競技大会を再開してゆくこととしました。 

安全性の向上にむけ、様々なリスクを下げる諸対策に、単純な手法や明確なゴールがあるものでは

ありませんが、セフティ・ライドに向けたマインドとスキルを身に付けることは、不断の取り組みと

して関係者全員が肝に銘じる必要があると考えられ、次年度以降にも引き続きおこなわれる事業とし

て順次取り組んできております。 

 

 

２ 加盟校数・登記選手数等の推移 

 ２０２２年度は、加盟校は６０校で前年より２校の増加、登記選手数も６３９名で 前年の６４１名

とほぼ横這いでした。コロナ禍で大会参加が難しい状況は改善されてきましたが、インカレロードレ

ースにおける事故後の対策検討期間に大会を中止・延期したことから、年度途中の登記者は減ったこ

とが考えられます。従来、将来的に１００校・１０００名となることを目標としてきました。しかし

ながら今後は必ずしも数の拡大に拘らず、安全に対する取り組み体勢が一定程度充実したチームによ

り構成される、安全重視の組織へと質的転換を図る流れが始まりつつある年度となりました。 

また、学連所属の審判員登録は７７名、チームアテンダント登録は４２名で、審判員は微増、チーム

アテンダントは倍増となりましたが、安定した運営向けてこれら登録者の増加が必要と考えられま

す。 

（2022年度の JCF登録競技者 7,7402名、JCF審判員登録 2,487人、チームアテンダント 1,680人） 
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西暦 平成/ 

令和 加盟校 男子 

選手 
女子 

選手 選手計 評議員 賛助 

会員 
審判員 

登録 
アテンダ

ント登録 

1995 7 60   570 264  140  
1996 8 59   517 270  114  
1997 9 59 479 38 517 261    
1998 10 59 441 34 475 270    
1999 11 58 461 31 492 278 83 135  
2000 12 58 449 31 490  81 180  
2001 13 62   412 317 85 176  
2002 14 61   386 323 79 151  
2003 15 62   397 323 110 148  
2004 16 55 429 32 461 323 99 133  
2005 17 57 395 33 428 323 76 144  
2006 18 60 469 23 492 349 89 161  
2007 19 59 505 33 538 351 88 154  
2008 20 54 498 22 520 326 83 128  
2009 21 49 521 25 546 328 77 125  
2010 22 53 531 30 561 355 59 121  
2011 23 54 552 30 582 354 63 92  
2012 24 56 552 33 585 354 61 98  
2013 25 54 555 31 586 357 66 90  
2014 26 53 559 36 595 352 60 100  
2015 27 54 643 35 678 352 82 123  
2016 28 59 692 36 727 353 68 118  
2017 29 60 698 39 737 353 68 110 43 
2018 30 57 679 42 721 377 79 80 13 
2019 31 57 656 44 700 361 66 111 50 

2020 2 56 562 38 600 346 54 98 20 
2021 3 58 608 33 641 353 72 76 20 

2022  ４ 60 698 31 639     77 42 
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登記者数一覧表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ０ ２ １ 年度 ⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟 加盟校・ 登記選⼿数⼀覧 2022.05.14

東日本（静岡・⻑野・新潟以東） 西日本

CODE 都道府県 学校名 加盟 男⼦ ⼥⼦ 計 CODE 都道府県 学校名 加盟 男⼦ ⼥⼦ 計

1 北海道 北見⼯業大学 0 19 富⼭ 0

札幌大学 1 2 2 20 ⽯川 ⾦沢大学 0 0 0 0

札幌学院大学 0 北陸大学 0

北海道大学 1 3 3 18 福井 0

室蘭⼯業大学 0 21 岐⾩ 朝日大学 1 38 0 38

北海商科大学 0 23 愛知 星城大学 0

北海道科学大学 0 愛知大学 1 3 0 3

2 ⻘森 ⼋⼾大学 0 愛知産業大学 0

⼋⼾⼯業大学 0 中京大学 1 9 0 9

⼋⼾学院大学 1 5 2 7 名古屋産業大学 0

3 岩手 富⼠大学 0 南⼭大学 1 3 0 3

4 宮城 東北学院大学 1 10 0 10

仙台大学 1 1 0 1 24 三重 三重大学 1 5 0 5

5 秋⽥ 0 25 滋賀 0

6 ⼭形 ⼭形大学 0 26 京都 京都大学 1 7 0 7

東北芸術⼯科大学 0 京都産業大学 1 16 0 16

7 福島 0 京都府⽴医科大学 0

8 茨城 筑波大学 1 5 0 5 同志社大学 1 14 1 15

流通経済大学 0 明治国際医療大学 1 3 0 3

9 栃⽊ 宇都宮大学 0 ⽴命館大学 1 13 1 14

作新学院大学 1 19 0 19 ⿓谷大学 1 9 0 9

10 群⾺ ⾼崎経済大学 1 1 0 1 27 大阪 大阪大学 1 11 0 11

11 埼⽟ 獨協大学 0 大阪経済大学 1 7 0 7

埼⽟大学 1 8 0 8 大阪⼯業大学 1 9 0 9

駿河台大学 0 大阪産業大学 1 20 0 20

⽴正大学 0 大阪市⽴大学 0

12 千葉 順天堂大学 1 12 4 16 大阪府⽴大学 0

中央学院大学 0 大阪医科薬科大学 1 2 0 2

明海大学 0 追手⾨学院大学 0

⽊更津⼯業専⾨学校 0 関西大学 1 14 0 14

13 東京 学習院大学 1 3 0 3 近畿大学 1 12 0 12

慶應義塾大学 1 21 0 21 摂南大学 0

駒澤大学 1 12 0 12 28 兵庫 神⼾大学 0 0 0 0

芝浦⼯業大学 0 関西学院大学 1 2 0 2

東京都⽴大学 0 29 奈良 0

成蹊大学 1 2 0 2 30 和歌⼭ 0

大東文化大学 0 0 0 0 31 ⿃取 ⿃取大学 0

中央大学 1 17 0 17 32 島根 0

東京大学 1 11 0 11 33 岡⼭ 岡⼭大学 1 2 2

東京⼯業大学 1 7 0 7 環太平洋大学 0

東京都市大学 1 3 0 3 34 広島 0

東都医療大学 0 35 ⼭⼝ 0

東邦大学 1 1 0 1 36 徳島 徳島大学 1 5 0 5

東洋大学 1 3 0 3 37 ⾹川 0

⼆松学舎大学 0 38 愛媛 松⼭大学 0

日本大学 1 54 1 55 愛媛大学 1 1 0 1

一橋大学 1 3 0 3 39 ⾼知 ⾼知⼯科大学 0

法政大学 1 25 5 30 40 福岡 福岡大学 1 3 0 3

明治大学 1 16 1 17 福岡⼯業大学 0

明星大学 1 16 0 16 久留⽶大学 0

⽴教大学 1 13 0 13 九州大学 0

早稲⽥大学 1 13 3 16 41 佐賀 0

14 神奈川 神奈川⼯科大学 0 0 0 0 42 ⻑崎 0

神奈川大学 1 3 0 3 43 熊本 0

東海大学 1 11 0 11 44 大分 大分大学 0

日本体育大学 1 28 4 32 45 宮崎 宮崎大学 0

防衛大学校 0 0 0 0 46 鹿児島 鹿屋体育大学 1 21 7 28

明治学院大学 0 志學館大学 0

15 新潟 新潟大学 1 5 0 5 47 沖縄 名桜大学 0

新潟⾷料農業大学 1 26 1 27 沖縄国際大学 1 2 0 2

16 ⼭梨 ⼭梨学院大学 1 5 0 5

17 ⻑野 信州大学 1 12 1 13

⻑野大学 0 0 0 0

松本大学 1 1 0 1

18 静岡 0

東日本⼩計 35 377 22 399 西日本⼩計 25 231 9 240

全国合計 6 0 6 0 8 3 1 6 3 9

校 男⼦ ⼥⼦ 合計
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３ 大会の実施と参加者の推移 

 令和４年度（２０２２年度）は 、前半において計画されていた各種大会を順次開催したが、後半は

インカレ事故を受けて大会を中止した影響もあり、参加者延べ数は減少した。 
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４ 選手権大会の開催 

本連盟の「感染対策ガイドライン」に則り 感染対策を図ったうえで、各種選手権大会を開催しました。 

・全日本大学対抗選手権（インカレ） 

鹿児島県根占自転車競技場（屋外３３３m）で９月１〜３日にトラック競技を、4日に錦江町・南大隅町地

区にてロードレース競技を開催しました。10年振りの九州での大会開催となり、トラック競技には 男子１

７６名と女子２７名、ロード競技には 男子１７４名と女子１９名のエントリーが集まりましたが、冒頭で

も触れた通り、ロードレースに於いて大変痛ましく、残念な事故が起きてしまいました。。 

男子はトラック総合成績最上位が日本大学、ロード総合成績最上位が明治大学、総合優勝は日本大学でし

た。 

女子はトラック総合成績最上位が鹿屋体育大学、ロード総合成績最上位が日本体育大学、総合優勝は日本体

育大学でした。「⾼⽊秀彰賞（インカレロードレースの男・女各々の優勝者のチームへ授与）」は、男子は 

仮屋和駿選手＝日本大学、女子は 渡部春雅選手＝明治大学 が受賞しました。 

・全日本学生選手権個人ロードレース大会 

６月１１〜１２日に、⻑野県⽊曽郡⽊祖村での開催となりました。６年振りの当地での開催が実現し、女子

は 岩本杏奈選手/日本体育大学、男子は 天野壮悠選手/同志社大学 が優勝しました。 

・全日本学生選手権トラック大会 

静岡県伊豆市 CSCベロドローム（屋外２５０m）で開催されました。前年、東京オリンピックの会場とな

り使用が出来なかった同競技場での開催で、各種目で熱戦が繰り広げられました。また、男子に加えて 女

子マディソンも開催され、今後さらなる学連選手のレベルアップが期待されました。 

・全日本学生チームロードタイムトライアル大会 

例年と同様、埼⽟県加須市・羽生市の利根川河川敷にて、スタート・フィニッシュ地点を「おおとね童謡の

ふるさと室」前として開催されました。当場所で２０１０年より開催を継続しており、首都圏近郊でのチー

ムロード開催地として 定着して参りました。参加は１９チーム、距離＝６３.２ｋｍで競技が行われ、東京

大学が優勝しました。 

・全日本学生個人ロードタイムトライアル大会 

例年と同様、チームロードの翌日に 同場所にて開催されました。参加人数は 男子１６１名、女子８名で、

女子は 学連最上位である 岩本杏奈選手/日本体育大学、男子は 留目夕陽選手/中央大学 が優勝し 2連覇を果

たしました。 

・全日本学生選手権クリテリウム大会 

ツアーオブジャパンの最終日に 東京ステージの会場である大井埠頭にて開催されました。女子は 岩本杏奈

選手/日本体育大学、男子は 初川弘浩選手/中京大学 が優勝しました。 

・全日本学生選手権オムニアム大会 

千葉県 チップスタードーム（屋内２５０ｍ）で、ＪＩＣＦ国際トラックカップと同場所併催にて開催され

ました。コロナ禍により参加人数は減少しましたが、今後 オムニアム種目での学連選手の活躍が期待され

ます。 
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・東西学生選手権トラック大会 

東日本学生選手権トラック大会は ⻑野県松本市 美鈴湖自転車競技場（屋外３３３m）で開催、西日本学生

選手権トラック大会は 開催を見送りました。 

５ 強化・普及大会の開催 

・全日本学生ロードレースカップ シリーズ  

 第１戦 ⻑野県飯⼭でのラウンドから順次実施して参りました。前年度コロナ禍で開催出来なかったラウ

ンドの再開、反面、秋以降開催自粛で見送られたラウンドもありましたが、例年と同様、明治神宮外苑大

学クリテリウム を最終戦として計８戦が開催されました。 

・ロードカテゴリー制 

 ロード選手のカテゴリを実力別にクラス１，２，３，に分類し、選手権大会の参加資格者が決まる制度も

定着してきました。従来通りのロードカテゴリー制度の運用を実施して参りました。 

・全日本学生トラックレース シリーズ 

 当初計画通りに 計４戦を開催しましたが、屋内施設で多くの経験（運営・競技）を積むべく、千葉

県千葉市 千葉ＪＰＦドーム（屋内２５０ｍ）で複数回、実施開催致しました。 

６ 国際大会の開催・参加 

２０１６年から⻑野県松本市で開催している「ＪＩＣＦ国際トラックカップ」は、２０２２年は初めて

「千葉・チップスタードーム」にて実施しました。コロナ禍で 海外選手の参加数の確保が課題ではありま

すが、引き続きの継続開催が期待されるところであります。 

７ 会議・事業運営 

本連盟事務局は、2020年度に ジャパン・スポーツ・オリンピックスクエア（千駄ヶ谷）へ移転となりま

したが、事務所にて大会・事業の物理的な準備を継続しながら、定例の会合（毎水曜日）を「常務理事会」

と併せてリモートで行い、準備・運営・意思統一が円滑に図れる様、事業運営を行いました。 

理事会・評議員会といった「基幹会議」も、リモート会議を利用しながら、意思決定・承認が出来る様、

可能な限り効率的な運営を実施して参りました。 

８ むすび 

 令和４年度（２０２２年度）特筆すべきは 、インカレで発生してしまった重大な事故を顧（かえ

り）み、命に関わる様な重大な事故を極限まで防止する取り組みをどの様に維持して行くかだと考え

ます。 感染症対策は定着しつつあり、加えて安全対策を継続するため、医療・安全に特化した組織作

りが求められます。今後も引き続き安全な事業運営を前提として、各大会開催や 選手の強化育成、自

転車競技の普及発展などへ一層の努力が望まれるところであります。 

 

日本学生自転車競技連盟２０２２年度  最優秀選手（トラック／ロード ランキング年間最上位者） 

○男子トラック：市⽥ ⿓生都（中央大学）   〇女子トラック：大野 風貴芽（日本体育大学） 

○男子ロード ：仮屋 和駿（日本大学）    〇女子ロード ：岩本 杏奈（日本体育大学） 

全日本学生ロードレースカップシリーズ 総合優勝： 

  中島 渉（⽴教大学） 日 本 学 生 自 転 車 競 技 連 盟  
Japan Intercollegiate Cycling Federation  
 
〒１６０−００１３ 東京都新宿区霞ヶ丘町４−２ 

ジャパンスポーツオリンピックスクエア４０８−２   

ホームページ ： https://jicf.info  

電子メール ： jicf@remus.dti.ne.jp 

令和５年６月１７日 第１回評議員会資料 
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